
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅲ．本復旧のための調査及び試験 
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Ⅲ.Ⅰ 寸法計測および桁の移動に関する調査（本編 4.1.1） 
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１）計測結果 

 

下部工橋座面と桁下面の高さを計測した結果、東側は 650mm、西側は 658mm であり、

8mm の高低差がみられた。桁と A2 橋台との位置関係について、現地で計測した寸法値

を赤着色で示す。桁裏空間の竣工当時の図面の寸法は 1200mm であるが、ほぼ同様の計

測値を得た。この結果から、桁が海側に移動しておらず、鉛直上向きに浮き上がった

と推定される。 

 

      （A2 橋台桁端部 正面図）          （中央 側面図） 

 

        （西側 側面図）               （東側 側面図） 
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図 1 現地計測結果 
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桁の浮き上がりによる移動量について、西側・中央部・東側に観測点を設定して、

上部工と下部工との位置関係を計測した。また、鉛直 PC鋼棒の上部工と下部工の位置

関係についても計測した。その結果、下部工を基準とすると、全体的に東側へ移動し

ていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 鉛直 PC鋼棒の位置関係 
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図 3 PC 鋼棒位置関係一覧表 
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４）桁端部・橋台胸壁部変状調査 

桁端部にひび割れが確認された。ひび割れからの水の滲みや漏水は認められなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 A2 主桁端部変状図と変状写真 
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５）橋台胸壁部変状調査 

A2 橋台パラペットにひび割れが確認された。 

ひび割れからの水の滲みや漏水は認められなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 A2 パラペット部変状図と変状写真 
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Ⅲ.Ⅱ コンクリートコアの調査結果（本編 4.1.2） 
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